
　2014年 10月18日（土）、DKエルダーシステムを活用した健康教室を、大船渡市佐野

地域公民館で開催しました。

　このプログラムは仮設住宅暮らしなどで運動の機会が減り、身体機能が低下することで発

症する生活不活発病の予防と改善を目的としています。

　” 生活不活発病の予防には「集う /参加する」という行為が最も大

切だと言われています。もちろん歩いたり、スポーツを楽しんだりす

ることは体に良いことですが、「人と触れ合い、会話する」といった機

会に積極的に参加することで、人は知らない間に身体も脳も使いま

す。どれだけ運動しても人との交流がなければ健康体にはなれない

のです。「参加」するということは、人間の本能です。

脳の中の海馬に集団形成が安全・安心であるという原始記憶が残っ

ていると言われています。家族、仲間など常に共同体の中に属しようとするのは、それが人間にとって

もっとも基本であることを物語っています。

　しかもそれが今日のように共通の目標を持って互いに楽しむようなイベントは、脳全体のDNAがリ

フレッシュされ、活性化することを本能的に知っていると考えられています。

　今日、みなさんに体験してもらう「DKエルダーシステム」は、ご友人やご家族、ご夫婦と一緒に楽しめ

るように、音楽や映像を使って身体と脳を働かせることから、被災地支援活動に導入しました。

　今日体験して頂いて、次回はお友達やご家族を誘って是非集い、参加するという人間本来の安心感を

味わってください。”

　当日のプログラムには、日本歌手協会より国連の友APモデレーターとして大場久美子さんにご参
加頂きました。
　大場久美子さんは、震災直後よりアニマルレスキュー等、被災地支援を積極的に行われており、被
災地に対する思いや、パニック症を乗り越えた体験談を交え、一人で悩みを抱えないで欲しい等といっ
たアドバイスを、時にユーモアを交え、参加者一人一人に語り掛けて頂きました。
　
　大場久美子さんは「この活動に参加させて頂き、こうして直接被災された皆様と交流を持てました
事は、私にとってもこれからの活動に大変な励みとなります。また必ず来ますので、皆様もお元気で
いて下さい」と締めくくられ、最後は参加者全員で記念撮影を行いました。

国連の友 医療団 後藤幸将医師より

インストラクターによる指導の他、プログラムは映像を用いる等し、わかりやすく進行

体を動かす、声を出す（歌をうたう）等の楽しいプログラムに会場では笑い声が溢れました

大場久美子さんと集まった皆さんは笑いに包まれた楽しい一時を過ごされました

ストレス数値の計測と生活不活発病についてのアンケート調査


